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日本の“ボランティア”が変る  
いわて・かまいしラグビー応援団 サンクスパーティー 

2019年12月1日 市民スポーツボランティア ＳＶ２００４ 泉田 和雄 
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私たちと釜石のつながり 
２００４年 宮城県ラグビーフットボール協会のトップリーグサポート 

２００５年 ＳＶ２００４の中にラグビー班発足 

（トップリーグのサポートと、ラグビーワールドカップの招致活動） 

２０１０年 最初は釜石シーウェイブスを通じて交流スタート 

東日本大震災をはさみ、開催地決定以降は、釜石・ラグビーの大会周知の活動 

２０１９年 ワールドカップボランティアリーダー研修サポート 
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参考事例 = 2002年ｻｯｶｰﾜｰﾙﾄﾞｶｯﾌﾟでの活動 
仙台宮城ワールドカップ 

友の会 

「キックラブ」2000-2002 

市民有志の組織 

（行政支援の仕組み） 

大会の機運醸成と周知活動 

・シンポジウム／展示会 

・勉強会 

・イタリア関連イベント 

・開催地同士の連携 

大会期間中 

・ファンゾーン担当 

・サッカー神社／芝お守り 

・外国語あいさつ冊子 

・フィイスペイント 

自分達で考え、企画し、実行できた「経験と人のつながり」が最大のレガシー 
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2002年ｻｯｶｰﾜｰﾙﾄﾞｶｯﾌﾟ後の活動 
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2002年ｻｯｶｰﾜｰﾙﾄﾞｶｯﾌﾟ後の課題  (課題は常にそばにある） 

２００５年 楽天イーグルス 
ボランティアが集まらない！ 

地元新聞に「試合が出来ない」 
という記事を掲載 

２００５年 ボランティアの 
交流の場を作ろう！ 

年１回、各県持ち回りの 
「東北スポーツボランティア 

サミット」を開催 

２００５年 
捨てられるゴミが増えた！ 

エコプロジェクトの誕生 
出来る限りリサイクル活用へ 

２００８年 
ボランティアが増えない！ 

入門講座の開催 

「ボランティア・マッチング」 

２００８年  
ボランティアのスキルアップ 

有識者から学ぶ 
スポーツリレートーク 

２０１４年  

ボランティアの高齢化 
中高生スポーツボランティア 

育成講座の開催 

２０１６年 
取り巻く環境の変化 

スポーツ団体、市民団体の 
交流会(月１回） 

２０１９年 

ボランティアの安定化 
せんだいスポーツボランティア 

ステーションの発足 
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これからに向けて 

いつでも戻ってこられる場、仕組み (釜石だから帰りたい、立ち寄りたい) 

生まれた「人」のつながりと「経験」を活かす場、仕組み 

まち、地域の人が自由に話し合える場 

スポーツ（ラグビー）と、地域課題がつながる仕組み 
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皆さまへのメッセージ 
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日本の“ボランティア”が変る  
本日のトークセッションのテーマ 

これまで 

ボランティアは、「ささえる」存在 
それは、恋愛でいえば「片思い」 

これから 

ボランティアは、「ささえあう」存在 
それは、恋愛でいえば「相思相愛」 
互に感謝し合える関係を楽しみながら 
創りましょう 

日本の“ボランティア”を 
釜石から変える  


